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第
だい

41回
かい

「海
うみ

とさかな」自
じ

由
ゆう

研
けん

究
きゅう

・作
さく

品
ひん

コンクール
～水

すい

産
さん

研
けん

究
きゅう

・教
きょう

育
いく

機
き

構
こう

理
り

事
じ

長
ちょう

賞
しょう

が決
けっ

定
てい

～



あんじいの
 ワンポイント
   アドバイス

世
せ

界
かい

共
きょう

通
つう

の名
な

前
まえ

世
せ

界
かい

中
じゅう

の人
ひと

が同
おな

じ種
しゅ

類
るい

の生
い

き物
もの

を別
べつ

の名
な

前
まえ

で呼
よ

んでいたら、話
はなし

が通
つう

じなくなってしまうの
う。そこで、世

せ

界
かい

共
きょう

通
つう

のルールを作
つく

り「1つの
種
しゅ

」に「1つの名
な

前
まえ

」をラテン語
ご

で付
つ

けることに
したんじゃ。その名

な

前
まえ

を「学
がく

名
めい

」というのじゃ。
日
に

本
ほん

では、この学
がく

名
めい

と日
に

本
ほん

語
ご

で名
な

付
づ

けた「標
ひょう

準
じゅん

和
わ

名
めい

」の両
りょう

方
ほう

が図
ず

鑑
かん

などで使
つか

われておるぞ。

あんじい：ありとあらゆることを知
し

っているナゾのさかな仙
せんにん

人です

生
い

き物
もの

の名
な

前
まえ

あれこれ （例
れい

）
標
ひょう

準
じゅん

和
わ

名
めい

：ボタンエビ
学
がく

名
めい

： Pandalus nipponensis 
（パンダルス ニッポネシス）

約20センチ
やく
大きさ
おお

1　ボタンエビ

2　トヤマエビ 3　テラオボタンエビ

大きさ
おお

約13～20センチ
やく

大きさ
おお

約13～20センチ
やく

～ボタン�エビには�
いくつか種

しゅ

類
るい

がある！～

ボタンエビボタンエビ

ボタンエビと呼
よ

ばれるエビ
ボタンエビは身

み

が甘
あま

くてとてもおいしく、高
こう

級
きゅう

な

おすし屋
や

さんなどで使
つか

われています。殻
から

がやわら

かいので、手
て

でむいて生
なま

で食
た

べることができます。

みなさんが見
み

かけるボタンエビには、実
じつ

は数
すう

種
しゅ

類
るい

のエビがいます。図
ず

鑑
かん

や論
ろん

文
ぶん

などで使
つか

われている 

生
い

き物
もの

の名
な

前
まえ

を標
ひょう

準
じゅん

和
わ

名
めい

（ ワンポイント）と言
い

い 

ます。この標
ひょう

準
じゅん

和
わ

名
めい

で「ボタンエビ」（ 1 ）と 

呼
よ

ばれているエビは、太
たい

平
へい

洋
よう

側
がわ

の噴
ふん

火
か

湾
わん

（北
ほっ

海
かい

道
どう

） 

から日
ひゅう

向
が

灘
なだ

（宮
みや

崎
ざき

県
けん

）の水
すい

深
しん

20～580メートルの

海
かい

底
てい

にすんでいます。

日
に

本
ほん

海
かい

側
がわ

にもボタンエビと呼
よ

ばれるエビがいま 

すが、このエビの標
ひょう

準
じゅん

和
わ

名
めい

は「トヤマエビ」（ 2 ） 

です。トヤマエビは北
ほっ

海
かい

道
どう

周
しゅう

辺
へん

と日
に

本
ほん

海
かい

の水
すい

深
しん

100～500メートルの海
かい

底
てい

にすんでいます。太
たい

平
へい

洋
よう

 

側
がわ

でボタンエビがとれる量
りょう

が減
へ

ってしまったので、 

最
さい

近
きん

では、ボタンエビといえばトヤマエビを指
さ

す 

ことが多
おお

くなっています。

ほかにも、鹿
か

島
しま

灘
なだ

以
い

南
なん

九
きゅう

州
しゅう

までの黒
くろ

潮
しお

の影
えい

響
きょう

を

受
う

ける太
たい

平
へい

洋
よう

沿
えん

岸
がん

に生
せい

息
そく

する「テラオボタンエビ」

（ 3 ）、熊
くま

本
もと

県
けん

の天
あま

草
くさ

灘
なだ

で見
み

つかった「アマクサ 



お店
みせ

で見
み

る魚
ぎょ

介
かい

類
るい

の名
な

前
まえ

標
ひょう

準
じゅん

和
わ

名
めい

のほかにも、地
ち

域
いき

がちがうと「ちが
う種

しゅ

類
るい

」なのに「同
おな

じ名
な

前
まえ

」が使
つか

われたり、「同
おな

じ種
しゅ

類
るい

」なのに「別
べつ

の名
な

前
まえ

」（地
ち

方
ほう

名
めい

）で呼
よ

んだ
り、成

せい

長
ちょう

の度
ど

合
あ

いによって違
ちが

う名
な

前
まえ

（出
しゅっ

世
せ

魚
うお

）
で呼

よ

んだりすることがあるのじゃ。
地
ち

域
いき

や旬
しゅん

、調
ちょう

理
り

方
ほう

法
ほう

によってちがう種
しゅ

類
るい

の
生
い

きものが同
おな

じ名
な

前
まえ

で呼
よ

ばれると、買
か

う人
ひと

が 
混
こん

乱
らん

することも考
かんが

えられるんじゃ。そこで、 

魚
ぎょ

介
かい

類
るい

を売
う

るときは国
くに

で決
き

めた「魚
ぎょ

介
かい

類
るい

の名
めい

称
しょう

 
のガイドライン」の名

な

前
まえ

が使
つか

われるぞ。
このガイドラインには、標

ひょう

準
じゅん

和
わ

名
めい

をもとに
して、広

ひろ

く知
し

られている地
ち

方
ほう

名
めい

や通
つう

称
しょう

など、
使
つか

って良
よ

い名
な

前
まえ

や
使
つか

い方
かた

などが書
か

か
れているのじゃ。

伊
い

藤
とう

 正
まさ

木
き

4　アマクサボタンエビ

オス メス

オスからメスへ

卵
たまご

調
ちょう

査
さ

船
せん

 陽
よう

光
こう

丸
まる

画
が

像
ぞう

出
しゅっ

典
てん

： 「陽
よう

光
こう

丸
まる

により採
さい

集
しゅう

されたタラバエビ科
か

の新
しん

種
しゅ

」 
（西
せい

海
かい

水
すい

研
けん

ニュース102号
ごう

 ’00. 夏
なつ

） 
http://snf.fra.affrc.go.jp/print/news/joho/102-3.pdf

トヤマエビのオスとメス

オス

メス

ボタンエビ」（ 4 ）もボタンエビの仲
なか

間
ま

です。 

アマクサボタンエビは、水
すい

産
さん

研
けん

究
きゅう

・教
きょう

育
いく

機
き

構
こう

の調
ちょう

査
さ

 

船
せん

 陽
よう

光
こう

丸
まる

の調
ちょう

査
さ

で見
み

つかった新
しん

種
しゅ

です。

このように、ボタンエビの仲
なか

間
ま

はいくつもいます。

現
げん

在
ざい

、ボタンエビの仲
なか

間
ま

で日
に

本
ほん

で一
いち

番
ばん

とれている

のはトヤマエビで、次
つぎ

がボタンエビ、テラオボタン

エビの順
じゅん

です。

大
おお

きなボタンエビは全
ぜん

部
ぶ

メス！？
ボタンエビの仲

なか

間
ま

はオスとして生
う

まれます。体
からだ

が 

大
おお

きくなる5歳
さい

ごろになると、メスに変
か

わります。みな

さんが食
た

べている大
おお

きなボタンエビは全
ぜん

部
ぶ

メスです。

なぜオスからメスに変
か

わるのかは、まだはっき

り分
わ

かっていません。体
からだ

が大
おお

きいと卵
たまご

を多
おお

く持
も

て 

たり、大
おお

きな卵
たまご

を産
う

めたりする

ことが理
り

由
ゆう

の 1 つと考
かんが

えら

れています。

ボタンエビの仲
なか

間
ま

は、環
かん

境
きょう

が悪
あっ

化
か

して大
おお

きな 

メスが少
すく

なくなると、十
じゅう

分
ぶん

に成
せい

長
ちょう

していないオスが

メスになります。

魚
さかな

にも、成
せい

長
ちょう

の途
と

中
ちゅう

で性
せい

別
べつ

が変
か

わる種
しゅ

類
るい

がいて、

十
じゅう

分
ぶん

に成
せい

長
ちょう

した親
おや

から生
う

まれた稚
ち

魚
ぎょ

は、生
い

き残
のこ

る 

確
かく

率
りつ

も高
たか

くなり、逆
ぎゃく

に親
おや

の栄
えい

養
よう

状
じょう

態
たい

が悪
わる

いと、 

稚
ち

魚
ぎょ

は生
い

き残
のこ

りにくくなります。

ボタンエビのような生
い

き物
もの

の生
い

き残
のこ

りをよくして、

利
り

用
よう

し続
つづ

けられるようにするために、オスとメスの 

割
わり

合
あい

やとれ 方
かた

の 違
ちが

い、繁
はん

殖
しょく

 

生
せい

態
たい

をよく調
しら

べ、資
し

源
げん

を管
かん

理
り

し

ていくことが大
たい

切
せつ

です。

1センチ
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～水
すい

産
さん

研
けん

究
きゅう

・教
きょう

育
いく

機
き

構
こう

理
り

事
じ

長
ちょう

賞
しょう

が決
けっ

定
てい

～
第

だい

41回
かい

「海
うみ

とさかな」自
じ

由
ゆう

研
けん

究
きゅう

・作
さく

品
ひん

コンクール

　「海
うみ

とさかな」自
じ

由
ゆう

研
けん

究
きゅう

・作
さく

品
ひん

コンクールの各
かく

賞
しょう

の表
ひょう

彰
しょう

式
しき

が2022年
ねん

12月
がつ

1
とお

0日
か

、オンラ
インで行

おこな

われました。研
けん

究
きゅう

部
ぶ

門
もん

では角
つの

田
だ

 勝
しょう

成
せい

さん（千
ち

葉
ば

県
けん

・小
しょう

学
がく

3年
ねん

生
せい

）の観
かん

察
さつ

図
ず

「キュート
なきゅうばん ハゼのなかまたち」、創

そう

作
さく

部
ぶ

門
もん

では伊
い

野
の

 巴
とも

葉
は

さん（広
ひろ

島
しま

県
けん

・小
しょう

学
がく

5年
ねん

生
せい

）の工
こう

作
さく

「母
ぼ

川
せん

回
かい

帰
き

 ～しかけえほん～」がそれぞれ水
すい

産
さん

研
けん

究
きゅう

・教
きょう

育
いく

機
き

構
こう

理
り

事
じ

長
ちょう

賞
しょう

を受
じゅ

賞
しょう

しました。

※ このコンクールは、小
しょう

学
がく

生
せい

を対
たい

象
しょう

に、いろいろな体
たい

験
けん

を通
つう

じて「海
うみ

とさかな」について学
まな

んでもらおうと、

朝
あさ

日
ひ

新
しん

聞
ぶん

社
しゃ

・朝
あさ

日
ひ

学
がく

生
せい

新
しん

聞
ぶん

社
しゃ

が主
しゅ

催
さい

、株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

ニッスイが協
きょう

賛
さん

し、当
とう

機
き

構
こう

も後
こう

援
えん

しています。

研
けん

究
きゅう

部
ぶ

門
もん

創
そう

作
さく

部
ぶ

門
もん

キュートなきゅうばん 
ハゼのなかまたち

工
こう さく

作 母
ぼ

川
せん

回
かい

帰
き

 ～しかけえほん～

千
ち

葉
ば

県
けん

・小
しょう

学
がく

3年
ねん

生
せい

 角
つの

田
だ

 勝
しょう

成
せい

 さん 広
ひろ

島
しま

県
けん

・小
しょう

学
がく

5年
ねん

生
せい

 伊
い

野
の

 巴
とも

葉
は

 さん

観
かん

察
さつ

図
ず

たくさん 
応
おう

募
ぼ

してくれて 
ありがとう！

おさかな瓦
かわら

版
ばん

111号
ごう

「カラフトマス」で、一
いち

部
ぶ

不
ふ

適
てき

切
せつ

な表
ひょう

現
げん

がありましたことをお詫
わ

びいたします。

●「海
うみ

とさかな」自
じ

由
ゆう

研
けん

究
きゅう

・作
さく

品
ひん

コンクール くわしくはサイトを見
み

てね♪ ➡ https://www.umitosakana.com/

お詫
わ

びのお知
し

らせ

https://www.youtube.com/channel/UCAdoIX5vmEOZrDHSf_ZFa5w

